
１０月２４日、夏の現地体験の集大成となる成果報告会を実施しました。鳥取・天童・鯖江、それぞ

れの自治体から職員の方々にご出席いただき、地域から課された課題（ミッション）に対し、ふるさと

活動隊が作り上げた成果物や、どのように取り組んだかを発表する場となりました。 

鳥取チーム発表 

「すごい！鳥取市ワーホリ！体験レポを作成せよ！」 

というミッションに対し、鳥取チームはレポートとし 

てホームページを作成しました。なぜホームページに 

しようと考えたのか、完成までに工夫したこと苦労し 

たこと、そして何より体験した鳥取の魅力について、 

完成したホームページとともに発表を行いました。 

天童チーム 

「観光マップの作成」ミッションに対し、天童チーム 

は夏の現地体験期間中、車・自転車・徒歩という様々 

な交通手段で市内を動き回り、観光施設や商店の取材 

を行いました。成果報告では完成したマップとともに、 

明大生ならではの視点で感じたことや、マップ完成ま 

での経緯を発表しました。 

鯖江チーム 

「あなたしか知らない河和田のおもてなし創り」 

ミッションに対し、鯖江チームは現地体験期間の 

最後の２日間、「河和田くらしの祭典」で来場者へ 

河和田の魅力を案内する、SNS等を使用して魅力を 

発信するという活動に取り組みました。成果報告で 

は、実際に河和田地域で活動して得た気づきと学び、 

学生だからこそ見えた課題を発表しました。 

 

発表後は自治体の方全員からご講評をいただき、賞賛や厳しいご指摘、さまざまなご意見を頂戴しまし

た。完成した成果物は、自治体ＨＰへの掲載やイベントでの配布など、今後も行政の手で幅広く活用し

ていただける予定です。 

 


